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ニュースリリース                      

 

各位 

 

株式会社神明ホールディングス 

代表取締役社長 藤尾 益雄  

 

事業承継ファンドによる米穀卸売業への投資実行に関するお知らせ 

 

この度、当社出資先であり SBI 地域事業承継投資株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長：川島 

克哉）が運営する SBI地域事業承継投資 1号投資事業有限責任組合（以下、「SBI事業承継ファンド」）に

より、米穀卸売業を営む浜松米穀株式会社（本社：静岡県浜松市、代表取締役社長：川村 眞一、以下「浜

松米穀」）への投資を実行したことをお知らせいたします。 

 

記 

1.投資の目的 

 当社グループは、「私たちはお米を通じて、素晴らしい日本の水田、文化を守り、おいしさと幸せを創

造して人々の明るい食生活に貢献します。」の企業理念のもと、基幹事業である米穀事業に加えて、無菌

包装米飯や国内外での外食事業の展開、さらには青果物や水産品も含めた食に関わる多種多様なビジネ

スを展開しております。 

 一方で、本業である米穀業界の外部環境は生産面においては人手不足や高齢化、流通面においては厳

しさを増す競争環境による低収益化、販売面においてはニーズの多様化と低価格化と、非常に厳しい状

況に直面しております。これらの厳しい環境に加えて、新型コロナウイルスに伴う消費の停滞が追い打

ちをかけ、一層厳しい業界環境に陥っていると考えております。同様の課題を浜松米穀も認識しており、

本投資後は現経営陣を最大限サポートし、双方が有する調達力、販売力、製造拠点、グループ商材を活用

することにより両社の更なる発展、於いては業界全体の活性化に取り組んでまいります。 

 当社は SBI グループの地域金融機関との共創による、地域経済の活性化を通じた地方創生への貢献と

いう社会的使命に共感し、協調して米穀業界の課題解決に取り組むべく本年 6 月に SBI 事業承継ファン

ドに出資しておりましたが、今回が第 1号案件となりました。 

 

2.投資後の体制と目標 

 浜松米穀への投資実行後は双方の強みを生かし、また、双方の課題を補完しあう体制を構築し、さらな

る事業展開の強化を行って参る所存です。浜松米穀の現経営陣は当社の希望と弊社の意向が一致し、全

員留任頂くこととなりました。一方営業強化を目的として弊社からは一名の社外取締役を派遣し、これ



 

まで浜松米穀が課題としていた人材不足を補う形で協力関係を構築して参ります。また、引き続き地元

静岡県産米の調達においては従前どおり JA グループとの良好な関係を浜松米穀の経営陣と協力して維

持・強化していくと同時に、浜松米穀としての課題であった全国銘柄の調達については弊社のサポート

により強化していくことで、益々多様化する顧客のニーズに応えて参りたいと考えております。更に品

質管理体制においても、弊社によるサポートにより、より一層の高品質化を図ることで、地域社会に安

全・安心なお米をお届けしたいと考えております。 

 

3.投資先会社の概要 

（1）名称 浜松米穀株式会社 

（2）所在地 静岡県浜松市中区高林 5丁目 3-7 

（3）代表者の役職・氏名 代表取締役社長 川村 眞一 

（4）事業内容 米穀卸売業及び食品・飼料の仕入、販売 

（5）資本金 1億円 

（6）設立年月日 昭和 26年 4月 

（7）HP http://hamabei.co.jp/ 

（8）写真・地図 

 

 

4.ファンドの概要 

 

 

5.本件に関するお問い合せ先   

担当部署：株式会社神明ホールディングス 社長室  

担 当 者：刑部、中井   

電話番号：03-3666-3504 

以上 

 

出資者 株式会社神明ホールディングス 

ファンド名称 SBI地域事業承継投資 1号投資事業有限責任組合 

ファンド規模 100億円以上 

無限責任組合員 SBI地域事業承継投資株式会社 


